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～講評～ 

大問ⅠとⅡは、基本的な知識を問う出題が多く得点しやすかったため、得点目標は６割～６割５分。 

 

Ⅰ 後半では選択的スプライシングと転写・翻訳をテーマとした考察問題が出題されているが、典型的な考察であ

り、問題文中の必要な情報を見逃さなければ高い正答率を保てただろう。 

Ⅱ 後半では細菌のウイルス抵抗性をテーマとした考察問題が出題されており、ほとんどの受験生は初めて目にす

る内容だったと思われる。６ページにまたがる多くの情報を試験時間内に整頓し、それらを使って論理的に選択

肢の正誤を判断する処理能力が問われており、知識の活用を求められる考察はほぼなかった。 

Ⅲ 胃酸分泌の調節をテーマとした出題で、ほとんどが考察問題であった。実験結果から結論を考察する順行性の

思考だけでなく、仮説を否定する実験結果を考察したり、結果から実験操作を推察したりする逆行性の思考も求

められた。大問Ⅱと同様、解答するために多くの文章を読み情報を整頓する必要があり、試験時間内に解き終え

ることに苦労した受験生も多かっただろう。 


